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１．横浜行動宣言等の進捗状況確認
①年間ODA額の倍増

③第２回ﾌｫｰﾛｰｱｯﾌﾟ会合（ｱﾙｰｼｬ）における
追加公約の進捗

④セクター毎のODA額

２．コミュニケ（新たな提案等）

②民間投資の倍増

（資料１）



第３回TICADﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会合の成果
①年間ODA額の倍増

ＴＩＣＡＤⅣまでの5年間（2003～2007年）の実績の平均値を基準とし、
2012年までにアフリカ支援ＯＤＡを9億ドルから18億ドルへ倍増する。

2009年に、ＯＤＡ総額が20．5億円となり目標を達成している。



第３回TICADﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会合の成果

②民間投資の倍増

ＴＩＣＡＤⅣまでの5年間（2002～2006年）の実績の平均値を基準とし、
2012年までにアフリカ支援ＯＤＡを17億ドルから34億ドルへ倍増する。

2009年までの5カ年平均値は、34億ドルを超え42億ドルとなっている。



第３回TICADﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会合の成果

③第２回ﾌｫｰﾛｰｱｯﾌﾟ会合（ｱﾙｰｼｬ）における追加公約の進捗

2009年から2011年までに、
20億ドルのインフラ案件へ
の円借款を行う

5．4億ドルの円借款
実施

2009年から2010年までに、
10億ドルの母子保健を含む
保健、水・衛生、教育、食料
等の案件への支援を行う

20億ドルの無償供与
実施



第３回TICADﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会合の成果

④セクター毎のODA額

2012年までに、インフラ370億円、農業260億円、教育440億円、保健
430億円、水・衛生300億円の供与を目標とする（Ｅ／Ｎベース）。

進捗率は、インフラ（201％）、水・衛生（138％）、農業（106％）、
教育（98%）、保健（89%）となっている。



第３回TICADﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会合の成果

２．コミュニケ（新たな提案等）
①「強靱な経済・社会作り」をﾃｰﾏとしたｾﾐﾅｰを日本で開催
・２０１１年に、アフリカ各国政府の危機管理関係者を
日本に招待。
・東北地方太平洋沖地震で得た経験を国際社会と共有。
・自然災害リスク管理能力・原子力発電所の安全性の向上
に向けた国際的な取り組みに更なる貢献を行う。

②アフリカ低炭素成長・持続可能な開発戦略の策定
・２０１１年末迄に、アフリカ諸国の関係者他による会合開催
・２０１２年、TICADﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ会合にて中間報告
・２０１２年末迄に、最終報告

③安全保障理事会を含む国連主要機関が、２１世紀の国際
環境に合致したものとなるよう早期に改革する重要性を強調。
今次国連総会会期中、国連加盟国が安保理改革に最大限
努力すべきであると強調した。


